
 

 

 

 

 

 

 

 8月 18日（金）の午前中、市民広場においてタウンミー

ティングの一つとして「こども会議」が開催されました。

小学校 1年生から中学校 3年生の集まった子どもたちが

「みんなで明石の未来を考えよう」をテーマに対話が行わ

れました。異年齢、それも幅広い年齢層のグループに分か

れての対話でどうなるかと心配されたようですが、対話が

はじまるとお兄ちゃん、お姉ちゃんがリーダーシップをと

りながら、グループ内での対話が進んだそうです。年齢の

差だけでなく、障がいのあるお友達のサポートも含め、こ

れが初対面での対話とびっくりするくらい、スムーズに話

がすすんだようです。子どもたちは多様性に柔軟に対応で

きる力を、大人が考える以上に持っているのではと、感じ

ました。 

午後からは、もう少し年齢の高いユース（15歳～29

歳）世代が集まっての「こども会議/若者会議」が開催さ

れ、環境・防災・教育・観光・開発等まちについて話し合

いたいことを出し合ってからグループに分かれての対話が繰り広げられたようです。それぞれの

関心や意識には差がありますがこうして話し合うことによって目指す方向性が定まっていくんだ

ろなと感じます。 

この夏休期間中には「いじめ」をテーマにした「サミット会議」や校区の課題を学校・地域・

保護者で対話する「いどばた会議」的なものがいくつかの学校で開催されましたが、こうした対

話がこれからの学びをつくり、まちをつくっていくベースになるんだろうなと思います。 

こうした対話にとって欠かせないのがファシリテーターの存在です。そして対話を見える化す

るグラフィックレコーディングは思考をたすけるだけでなく、対話を振り返ることにも役立ちま

す。8月に開催された二見北小の「拡大学校運営協議会」では保護者の方が見事なグラフィックレ

コーディングで対話のサポートをされましたが、そうした力を引き出し、そうした力を活かすた

めには、まず、こういった対話を実施してみることなのではと思います。 

今年で第 2回になる松が丘小「いどばた会議」の感想が届きましたので、ご紹介させていただ

きます。 
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松が丘小いどばた会議の感想より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈松が丘小・教職員〉 

・松が丘の歴史を知ることができてよかったです。 

・様々な立場の方が参加してくださり、いろいろな話を聞くことができてよかったです。 

・松が丘の子どものストーリーを考えるという課題設定があったので、ただの雑談にならず、

話が方向づいていてよかったです。 

・松が丘の歴史を凝縮して確認することができました。SNS がある時代ですが、直接に教えて 

 いただくと、伝わり方が全く違いました。教えること、学ぶことの大切さを実感しました。 

・地域の方のお話を聞くことで、子どもたちに松が丘の昔のことを話し、松が丘に愛着を持た

せることが必要だなと思いました。 

・今回は、専門分野の方からの講話があり、それを基に話し合いができ、興味深かったです。 

・いろいろな所属の方から意見を出し合い、多方面からの意見や現状、気になることを知るこ

とができよかったです。 

・地域の方にたくさんかかわってもらって過ごしているので、子どもたちから地域の方に関わ 

っていける授業づくりや工夫をしていきたいと思いました。 

・地域の方と、あいさつ以外に、もっとおしゃべりしたり仲良くしたりできるようになればい 

いなと思いました。 

・地域の方から地域の現状を聞くことができました。 

・教員の目線では思いつかないような貴重な意見をいただきました。有意義な時間となりまし 

た。 

・高校生から話を聞くことができ、若い人たちのかかわりを増やすにはどうすればよいか、 

様々な視点から話し合うことができました。 

・子どもたちが、人のつながりの中で育ってきたことがよくわかりました。 

・たくさんの人とつながったり、地域の方と一緒に授業をつくっていける可能性があると思い 

ました。 

・大学のゼミ生と小学校が連携できるのではないかと思いました。 

・２年、６年で、配食の「ひまわり」と関わって、野菜や花を届けることができるのではない 

かと思いました。 

・大学の教授の方から、学校で育てた野菜を「ひまわり」に提供すると、学校と高齢者がつな 

がるのではないかという意見がありました。 

・「松」の木を核にして歴史を学習できるのではないかと思いました。 

・地域の伝統行事が少ないという話の中で、今年の８月１９日にかつての明舞センターの広場 

でやっていた祭りが復活するということを聞いた。子どもたちが地域イベントに目を向ける 

うえでよいニュースだと思いました。 

・朝霧の源流を見せてもらえるチャンスがあればよいと思いました。 

・県の方も、大学と地域とコラボばかりしているので、小学校とのコラボも考えてもらえたの 

ではないかと思います。 

・神戸学院大学の学生さんが、昔に比べて松が丘小学校のみんなからあいさつをしてもらえる 

ようになったと言っていました。 

・神戸学院大学では、大学内で子どもたちと交流する場をもっているそうです。 

・学校に子どもがいないと入るのにためらうという意見がありました。支えてもらっている地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

域の方が気軽に学校に足を運べるきっかけができたらいいなと思いました。 

・地域の方が、子どもや保護者と関わる機会（月に１回、ふれあい教室）を設けてくださるこ 

とを知りました。 

・大学生や大学の教授は、ホタルに興味をもっていました。ホタルの見学会をもっと宣伝でき 

ればと思いました。貼り紙など 

・第Ⅰ部に時間がかかってしまい、第Ⅱ部の熟議のもう少し話したいというところで終わって 

しまった。第Ⅰ部の発表者を３人に絞ったり、時間を３時間に設定したりと、次に向けて改 

善が必要だと思いました。 

・第Ⅱ部の話し合いが盛り上がったので、もう少し時間がほしかったです。 

・地域の歴史など、貴重なお話だったと思うので、高速にスライドが変わるのがもったいない 

と思いました。しっくりと説明を聞きたかったです。 

〈神戸学院大学・教職員〉 

・大学生の卒業研究などを通じて、連携させていただければうれしいです。 

・とても充実した会でした。第１部の発表もとてもよく、第Ⅱ部のディスカッションも様々な

立場の方が同席しておられてよい情報交換ができました。大学としても、積極的に地域とつ

ながる活動をしていきたいと思いました。 

・私にとっても学生にとっても勉強になる場でした。所属する社会に、子どもも、学生も、大

人も小分けに格納されているような状態なので、その枠をこえて交流できる場が大切と思い

ます。松が丘小がそんな場であると、神戸学院からは参入できるなと思いました。 

・とても規模の大きな取り組みで驚きました。地域のことを地域のみなさんと考えていこうと

する姿勢に感動しました。 

・様々な家庭環境の中で子どもたちは生きている。学校では、平等にチャンスが与えられてい

るが、興味が好奇心につながる基本的な土台がある子とない子がいる。子どもたちの心を育

てる機会を日常にしたい。早朝に元気な高齢者がいる。何かしたいと思っている人がいる。

そこで、早朝のラジオ体操がいいのではないか。大学生が仕切る形で。 

〈地域住民・地域関係者・保護者〉 

・小学校の校庭・校舎で行うイベントや交流事業と、学校の外で検討していく事業の２本柱で

考えていくことが大切だと思います。学校の外での事業は、明舞団地内の建物や松が丘公園

などで行い、地域との交流につなげて進めていくことができます。 

・今までかかわることがない方々と意見交換ができたので、とても有意義な時間を過ごせまし

た。 

・地域のことを考えている人、子どもたちのためにという人が、こんなにたくさんおられるこ

とを知ることができ、よかったです。 

・子どもたちと高齢者の方が、地域のサロンで交流できるといいなと思います。一緒に考えて

いきたいです。 

〈大学生・高校生〉 

・いろいろな方面からの話を聞けて良かったのです。知らない人も多いことだったので、日ご

ろからの発信が必要だと思いました。 

・第Ⅱ部の話し合いの時間をもう少し長くとってほしかったです。 

・学校から出たところで自主的に活動に参加できるかどうかは難しいことだと思います。先生

が大変だと思いますが、学校での活動を増やすことが大切だと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加されたみなさんは、少しずつ対話の中に入り込んでいかれたのではと思います。普段、じ

っくりと話をする機会がない方とこうやって対話することの大切さをみなさんが感じとられたの

ではと思います。学習のヒントだけでなく、こうした対話を子どもたちの学びの中に取り入れて

いくことの大切さを参加者の皆さんが共有されたのではと思います。このいどばた会議がきっか

けとなり、地域のみなさんも、保護者のみなさんも、学生さんも、そして専門的な立場のみなさ

んも、学校の様子を見にこられて、立ち話が自然に生まれていったらいいなと思っています。そ

うした中で、松が丘ブックスポットを活用しながら、世代を超えた交流や学びが生まれていった

らいいなと思ってます。 

 タウンミーティング等が刺激となり、そしてこうした校区内でのいどばた会議的なミーティン

グも少しずつ広がってきています。こうした草の根ミーティングが未来を創っていくのかもしれ

ないですね。                            （文責：北本） 

・これまで知らなかった松が丘地域の資料や写真を見る機会や、地元の方や教員の方の意見を

うかがったり、交換する機会を得られて、大変有意義でした。これからもこのような地域の

活動に参加させていただけるなら、ぜひ参加したいです。 

・松が丘の地域が協力して行っているカリキュラムがとてもすばらしいと感じました。学校だ

けでは決してできないような学びを地域と協力して実現していている。他地域にはない生徒

にとって力になることができる活動が行われていると思いました。 

・大学で中学校の教員免許を取得しようと考えているので、この機会に、学校現場で行われて

いることを知ることができてよかったです。今回参加させていただいたので、松が丘小学校

の皆さんに向けてできることがあれば協力させていただきたいと思いました。 

・松が丘小学校のされていることに興味をもちました。もっと見てみたいと思いました。 

・大学生の意見をひとつの意見として尊重し、耳を傾けてくださって非常に話しやすかった上

に楽しかったです。大学の授業では得られない経験ができ、地域の人々とも交流ができて、

貴重な意見を得られました。今後、活かしていきたいと思います。 

・今回のいどばた会議を通して、地域の課題についてより深く考えるきっかけができたのがよ

かったです。とくに小学生に寄り添った行事の計画をされているのが松が丘地区の魅力だと

感じました。はじめは大人の方ばかりで難しい話ばかりなのかと緊張していましたが、高校

生という立場を活かした意見なども出せたかなと思うので今後も積極的に参加したいと思い

ました。 

・私はいどばた会議に参加して様々なことを感じました。とくに松が丘地区では高齢者の住み

やすいまちづくりや子供が楽しめるイベントなどが活発に行われていると思いました。自分

の住んでいる地域でも小・中学生を中心に地域の問題について考え、そして解決にもってい

けるようにしたいと思いました。 

・小学生の時なんでこのプロジェクトを 1人するんだろと疑問に思ってた時が多く、この前の

会議で地域のコミユニケーションや地域作りのためなど疑問が解けて嬉しかったです。グル

ープトークの時には、様々な意見が聞けて自分の新しい考え方に繋がったので良かったで

す。自分が意見を伝える時と地域の方達が相手に伝える時の話し方にレベルの差を大きく感

じ、あんなふうに話せるようになりたいと憧れを持ちました。この会議を活かし自分の地域

にも貢献したいなと思いました。 


